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１ 日本語教室での活動内容 

私は、日本の学校生活というテーマで、日本の高校と大学についてプレゼン形式で授業をし

ました。なぜなら、私が担当した新モンゴル高専の学生たちは、日本の大学に留学したいと

いう人が多く、モンゴルの学生生活と日本の学生生活との違いを伝える授業をしたら多くの

生徒に興味を持ってもらえるのではないかと思ったからです。 

実際に授業をしたら、モンゴルの学生は授業内容に対するリアクションが大きく、たくさん

質問をしてくれるなど、興味を持って聞いてもらえることがほとんどだったので授業がとて

もやりやすかったです。 

私が担当する授業以外にも、日本語の授業のサポートに入ったときも、わからないところを

積極的に質問してくれて、能動的に学ぶ姿が印象的でした。 

 

 

２ 日本語教室以外での交流活動 

新モンゴル高校・高専両方の日本語祭りに参加し、たくさんの学生と交流しました。私は主

に浴衣の着付けを担当しました。私は今まで着付けをしたことがなかったので、インターネ

ットで調べて着付けをしたため、完成度は低かったのですが、「ありがとうございます」と喜

んでもらえて、友達と写真を撮っている生徒が多かったので、嬉しかったです。私自身の学

びにもなりました。 

学外でも、空き時間に新モンゴル大学の生徒にウランバートルの観光地を案内してもらうこ

とが何度かありました。その際も、「どこに行きたい？」「何を買いたい？」などと日本語で

積極的に話しかけてくれて、とても充実した時間になりました。 

ほかにも、ホストファミリーとの交流がとても印象的でした。私は 1 週間ずつ２軒のお宅に

ホームステイさせてもらいましたが、どちらの家庭も温かく迎え入れてくれてとても嬉しか

ったです。どちらの家庭も子供が多く、英語や日本語で積極的に話しかけてくれました。私

よりも年下の子たちが母国語以外を堂々と話しているのを見て、中学生の時から習っている

英語ですら、話すのにためらってしまう自分を変えたいと思い、私も英語でコミュニケーシ

ョンをとることに挑戦しました。その結果、多少文法は間違っていても意外と通じることが

多かったので、今度外国人と話す機会があったら積極的に英語で話したいと思いました。ほ

かにも一緒に折り紙をしたり、モンゴル料理を作ってもらったり、休日に田舎へ行ってゲル

に入ったりと様々な経験をさせてもらえて、とても感謝しています。 
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３ 参加目標への達成度と努力した内容 

私の今回の学生大使プログラムの参加目標は、現地の学生に日本の文化を伝えることと、モ

ンゴルと日本を比べることで日本の長所と短所を見つけること、人見知りを克服して積極的

にコミュニケーションをとることでしたが、達成できたと思います。 

新モンゴル学園での授業やホストファミリーとの交流を通して、日本に興味を持ってもらえ

て、日本の文化を知ってもらえました。また、私自身モンゴルで 2 週間生活することで、衛

生面や環境への配慮、治安の良さ、インフラ整備などにおいて日本の素晴らしさを実感しま

したが、モンゴル人と比べて日本人は消極的で自己主張をあまりしないということもわかり

ました。 

私は英語が得意ではなかったのですが、日本語をあまり話せない学生さんのお宅にホームス

テイさせていただいたので、積極的に英語を話すことを意識しました。そのおかげでホスト

ファミリーと趣味の話などもでき、関係を深めることができました。 

 

４ プログラムに参加した感想 

私は今まで海外に旅行に行ったことは何度かありましたが、留学をして現地の人と同じ生活

をするという体験は初めてだったので、とても刺激的でした。まず、モンゴルの気候になれ

るのに時間がかかりました。私が渡航した時期はモンゴルの春にあたるそうですが、気温は

マイナス 25℃からマイナス 10℃くらいでとにかく寒く、かなり乾燥していました。そのよう

な慣れない環境に身を置き、言語も思うように通じないことも多い生活を 2 週間続けること

で、体力的にも精神的にも強くなれたように感じます。 

また、このプログラムを通して一緒に渡航したメンバーや現地の学生など新しい友達もでき、

交流を深めることができてよかったです。 

 

５ 今回の経験を踏まえた今後の展望 

今回の留学で一番感じたのは、自分の語学力と物事に対する積極性の無さだったので、これ

からはいろいろなことに積極的にチャレンジをして、語学の勉強も続けていきたいです。そ

して、機会があればまたこのプログラムに参加したいなと考えています。 
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６ 現地での活動写真 

写真１ ホストファミリーとゲルへ 

 

写真２ ウランバートルの街並み 
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写真３ 日本語の授業サポート 

 

写真４ 小学生へのあやとり教室 

 

 


